
る
こ
と
を
想
定
し
、
初
級
の
日
本
語
を

English T
rack

で
開
講
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。

　

今
後
、English T

rack

の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
る
た
め
、
演

習（
ゼ
ミ
）の
担
当
教
員
数
を
増
や
し
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ト
リ
ッ
プ
な
ど
も
考
え
た

り
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
学
生

た
ち
の
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
就
職

を
踏
ま
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
在

り
方
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
学
部
と

し
て
も
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、English T

rack

は
、

ま
だ
ま
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
な

く
て
は
い
け
な
い
が
、
今
後
、
確
実
に
成

長
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
小
さ

な
学
部
で
生
ま
れ
たEnglish T

rack

で

あ
る
が
、
明
治
大
学
の
国
際
化
に
ま
す
ま

す
貢
献
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
予
定

で
あ
る
の
で
、
そ
の
成
長
を
ど
う
か
温
か

く
見
守
っ
て
欲
し
い
。

小さな学部の大きな夢
―English Track―

国際日本学部 尾関直子

　

国
際
日
本
学
部
は
2
0
0
8
年
4
月

に
開
設
し
た
明
治
大
学
の
末
っ
子
学
部
で

あ
る
。
1
学
年
の
定
員
は
3
0
0
名
と

明
治
大
学
の
学
部
と
し
て
は
最
も
小
さ
な

学
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
末
っ
子
の

小
さ
な
学
部
は
、
大
き
な
夢
を
持
ち
、
地

球
規
模
で
活
躍
で
き
る
逞
し
い
人
材
を

着
々
と
育
て
て
い
る
。
明
治
大
学
の
国
際

化
を
牽
引
し
、
さ
ら
に
は
日
本
の
国
際
化

を
牽
引
す
る
役
目
を
担
っ
て
誕
生
し
た
学

部
は
、
ま
さ
に
そ
の
役
目
を
果
た
し
つ
つ

あ
る
。

　

現
在
、
す
べ
て
の
学
年
の
学
生
が
揃
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
4
学
年
の
学
生
総

数
は
1
3
7
2
名
、
う
ち
留
学
生
は

来
日
を
秋
に
延
期
し
た
も
の
が
4
人
い
た

が
、
4
月
に
は
7
人
が
入
学
し
た
。
そ
の

国
籍
の
内
訳
は
、
韓
国
2
人
、
香
港
2
人
、

ア
メ
リ
カ
1
人
、
ベ
ト
ナ
ム
1
名
と
な
っ

て
い
る
。English T

rack

は
、
後
期
か

ら
も
入
学
で
き
る
が
、
秋
入
学
の
応
募
者

は
既
に
10
名
以
上
お
り
、English 

T
rack

の
定
員
12
名
を
十
分
満
た
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

そ
れ
で
は
、English T

rack

で
は
、

ど
の
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。English T

rack

で
開
講
さ
れ
て
い

る
科
目
は
、
基
本
的
に
国
際
日
本
学
部
で

通
常
開
講
さ
れ
て
い
る
科
目
と
同
じ
で
あ

る
。
た
だ
、English T

rack

は
、
英
語

が
堪
能
な
留
学
生
が
対
象
な
の
で
、
学
部

で
開
講
さ
れ
て
い
る
科
目
の
う
ち
、
必
修

の
英
語
科
目
は
除
か
れ
て
い
る
。
唯
一
、

通
常
の
学
部
開
講
科
目
と
違
う
点
は
、
入

学
時
に
留
学
生
に
日
本
語
の
能
力
を
要
求

し
て
い
な
い
の
で
、
日
本
語
を
一
か
ら
勉

強
し
た
い
と
思
う
留
学
生
が
た
く
さ
ん
い

を
英
語
に
よ
る
授
業
の
み
で
卒
業
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設
が
決
定
し
て
か
ら
開

設
す
る
ま
で
は
短
期
間
し
か
な
か
っ
た
の

で
、
学
部
は
教
員
、
職
員
共
、
準
備
に
忙

し
か
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
決
定
、
担

当
教
員
の
決
定
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
広
報
、

学
生
便
覧
そ
の
他
書
類
の
英
語
化
な
ど
、

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
決
定
し

な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
多
数
あ
っ
た
。

広
報
に
関
し
て
は
、
蟹
瀬
誠
一
学
部
長
や

白
戸
伸
一
教
務
主
任
は
、
自
ら
香
港
、
ベ

ト
ナ
ム
、
中
国
な
ど
に
行
か
れ
、
積
極
的

にEnglish T
rack

の
宣
伝
を
し
て
下
さ

っ
た
。
ま
た
、
他
の
教
員
も
関
東
地
区
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
を
し
に
行
っ
て
下
さ

っ
た
り
し
た
。
さ
ら
に
、
宣
伝
用
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、
日
本
語
を
開
講
し
て
い
る

世
界
中
の
高
校
や
大
学
に
送
付
し
た
。
そ

の
努
力
が
実
っ
て
、
11
人
が
入
学
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

1
6
6
名
で
あ
る
。
ま
た
、
正
規
の
留

学
生
と
は
別
に
毎
年
約
20
名
の
交
換
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
毎
年
、

留
学
生
の
割
合
は
増
え
て
い
る
。
国
際
日

本
学
部
は
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
だ
け
で

な
く
、
日
本
人
学
生
の
海
外
へ
の
送
り
出

し
に
関
し
て
も
力
を
注
い
で
い
る
。

2
0
1
1
年
度
は
セ
メ
ス
タ
ー
留
学（
正

規
の
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス

大
学
に
入
学
）す
る
学
生
は
オ
レ
ゴ
ン
大

学
2
名
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
9
名
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
7
名
、
ア
ラ
バ
マ

大
学
4
名
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ハ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
カ
レ
ッ
ジ
1
名
、
フ
ロ
リ

ダ
州
立
大
学（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
半
年
間
）38
名
、

フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
学
5
名
と
、
合
計
66
名

と
な
っ
た
。
ま
た
、
夏
期
の
語
学
留
学
者

（
オ
レ
ゴ
ン
大
学
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
）は
45
名
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
大
学
の
国
際
化
を

推
進
し
て
き
た
国
際
日
本
学
部
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
、
そ
の
国
際
化
を
推
進
す
る
象
徴

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
2
0
1
1
年
4

月
に
誕
生
し
た
。「English T

rack

（
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ト
ラ
ッ
ク
）」で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
明
治
大
学
が
国
際

化
拠
点
整
備
事
業（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）に
採

択
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
誕
生
し
た
も
の
で
、
国
際
日
本
学
部
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ある日の国際日本学部の学生たちの昼休み留学生との交流は、日常的な光景となっている

Naoko Ozeki

国際日本学部教授
応用言語学、英語教育　

1954年　愛知県名古屋市
1976年　慶應義塾大学文学部卒業
1985年　セント・マイケルズ・カレッジ大学院
　　　　TESL/TEFL
　　　　修士課程修了　TESL/TEFL 修士号
2000年　インディアナ・ユニバーシティ・オブ・ペン　　
　　　　シルベニア大学院英語学部修辞学及び言　　
　　　　語学科博士課程修了
　　　　明治大学経営学部助教授
同教授を経て2008年より現職

【主な著書】
2010年12月「小、中、高、大の一貫する英語コミュニケー
ション能力の到達基準の策定とその検証」（平成20年度～
平成23年度科学研究費補助金基盤研究A　中間報告書、
研究代表者投野由紀夫）、共著
2010年10月「成長する英語学習者：学習者要因と自律学
習」、共著、大修館書店
2010年4月「高等学校新学習指導要領の展開」、共著、 明
治図書

33 vol.51 2011 Summer The Quarterly MEIJI 32


